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主　論　文　の　要　旨

報告番号　※甲諮1173モ1 氏　名 ム下宵史

　本研究は直文:恋形熱交換器の性結向上を§的とし,

とくにその熱低逢将佳t埋諭粉枡によリ解哨すると共

に,勿験により榜1正し↑l.直欠洗形熱交換器に対する

紆記はすt`に敷今<あるが゛,物柱値および熱伝遂特佐

量ザ発化すlようた:隔題,勧特性のよう指:非定崇択隊

o問題,および熱賃支係数t支勧状詰から求むるよう

扱間吸については,まだ十分ね琢扱いザなされてい抜

い｡　tこて゛岑掃兌ガはこれら(り3課題に7)いて,執交

換器の柱徒t　s-NTU　法に猛づ`いた方迭によって評悒

栓討する二とにkり刄推っ托｡故下に本論文の内咎お

よぴ成果の要旨t毬/ぐる｡

　吏レ象七`は,諸論乙し孔熱交換器(r)性徒向上に陥

すl奸凭が`噫く嬰望され,とくに熱交換脆内の迩体の

流勧方式ザ疸交変形`乙た1もoい礼小對軽量で尨伝絡

性社び得られるフ･レートフィン形f･いわゆるコンl?ク

トぢ交換旨包他め収く濫哨され7いることt指拙し芒｡

ま↑1,飢交換器(J`)設詐法とし7従衆よI)仔瓦係靫法と

E-NTU恣ザ゛あ3び,悛老は直接的であり電子訂球敷

によin廿に痘し`l:いる7とt指痛し,二(r)方法幻;既

唇t説哨した,さいこ,痙交恋形悋交換器に討す3従

来の碍貌(r)祇略t返べ,岑恰突で取抜った上埋(J,　3課
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題について(y`)解咄が`十外ね:されてい↑lい
-

W

傅史
●　　　　●　　　　　●

と左指楕し

た｡

　)1111　2　拿では,3謀題に7)いて報告する準備tし7,

各植の流勧方式tiれいこ対応ヽする従来の理論に友る

退産効卑Sと受恰流体にMす3倣机ユニット軟NTUc(y)

陥イ糾こついて示した.また,吏3衆~吏6象におtヤる

理論帑祈でmいた基本的恨定t糧む7説哨した｡

　吏B乖では,上坦(r川番邑の課題について,とくに

焙貰兜係叡ザ場階あるいは:恋体逼度に依信すs場舎の

解析に-)いて較告した｡ここでは,直交兜影(r)3對式

に')い孔粧賃浚係炊K･亥化札　喩か兄化した對で

･K=1十‘mx゛あ‘5いはK==1.+Tn　ec"　t　イR定しy鮮析的

.‘あるいは軟催的に訂珠き行った｡二れいr)蘭翫恥は,

.娶麟浚体の支れ考向副i温xあlいは温兪ecに討する

.佼存の程度1Ξ喪すTn　,およ″び'佼信の恢相t攻寸‘ntい

.う哨確な愈昧tも-)2-)ぢけの1?う芦-タt苓し,斗<

　の変化が`駱伝痙特畦に及ぼす影饗さ一椴的に議論する

　場今に噴効である｡恢値訂専て゛は,両支体ヽ巴も混登す
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還度効卑El　t伝鵠ユこット翫NT吋の陥俸t末む,巳.

の値はm=0(y)場合に叱べて,m>OQときは欠きく,

m<〇(r)ときは小さくなリ,ト剛(IHIザ大きく抵‘5に

-)れてそ(r)差は欠きくち3二t,゛n(rH座び尤きい`cき

には二む友5植鴇(J`･効呆が威少しJ　小さいときには堵

欠す3ニと,お&びNTU2び欠きく偕ltこ(J`)&うか

lnおよ:びT･(り効果は飴卯すlこと右示した.また,(

=C)(yヽ,場今の値S,右基掌ごした:効卑変化參(S-S｡)/E,゛

ち尊xし7整理才るニとによ‰　mおよツびn(r`･影饗を゜

定量的に一層明確に示オと共に,碓々(r)流勧方式(Γμt･

紋t行い,NTUJ=1､Q~3､Qでは,(E-sヽ)/S,(乃値は,

向浚杉,両支俸とも混合し拉い直欠麦影,受執決体(r)･

叶混合す3直交来お,両変体ヽcも混登する痘欠ま形お.

よが並支科い債に/hざく尨否こと右示した.さい≒･

C,lbm､の陶いた真(乃平勾執貪支怖秋ちt味する年純蜷.

貪決怖軟(J`･斑忿t直交洗晋Dこ依悟し1:出い,これ`乙従.

来(r)祢侵植設訂方法による平均絡貪浹俸靫tt尤絞する

ニとによ'八 mかヽ実.きい場合にコ1,慌采(J'･方造は癌哨

て`き↑iいニ`c芒示し柾｡

　渠今拿では,2番§(乃課題に

XG這度nス予ップ変化に対す

3

`)いて,とくに吸体の
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について報吉した｡

直交変形について,
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こでは,両変体tも混登したい
〃

W

2種類(r)差分法によ･リ敷値的に琴

柊した.鴇lの差亦法ち　Myersらが無唆欠(り氷当量比'

包もつ場合(r)解析に吊いた差分法t3次元に菰張した

ものであリ,カ0蜷浚体,受蜷流体お£び固体壁遺度に

討す3方程式ち痙武さtたままで,各方植式き鯵交換'

器内節(r)売体･移勧哨欠他も考胤し7:差分化したもy

で‘ある｡ニれに友れば`Xロ還度がXテッフ゜変化す‘3よ゛

う征不遠続抜遺産場につい7も,拡礎方程式t址侃す'

3こと斑く糠度よ:い計寡ザでき3.聚2の差分法は,･

熱交換S内,r)但置(x:,M･)およ'び時鴎tに-)い7(r･立ぢ･

体の差分格子の中央(r)々､におけ3関獣僅およ･び導陥数･

包,既囲(y)S個の格子点におけl値(r)平均イ度で与える･

おう↑ま中心`差分化包行っ↑lも(J`)である｡ニれに友れば,,

固体壁1=陥す‘3伝魅ユエット靫NTUs<0.05　t抜3よ,

うね:固倅壁駱咎量び比絞的実きい場今につい孔吏1

の差分汰よりも少ヽたいきざ恥牧て゛緑度よい討辱がt`き

3.ニれS(r)差今法､によリ,熱交換器内の局隋這.度の

時間および場隋,z討す3変化t豺寡し回示した｡tく

に力o魅充体遠度:は嗜筒tおよ･び位置Sいこ闇して不逢絶

ね:変化tすlこtち尽した.また,温度効命(n時間変

　　　　　　　　　　　　牛
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化にっい1:も訂寡し,初期条什･お友び各罹,rロ?ラメー

タ(r,彩響右回示した｡t<にげラメータ(r)彭響につい

7は,非定常|?ラメータtして,滞習昨筒比肌固体

壁に陥する伝剱ユこット軟NTUsお&び懸伝窪卑比脳

び‘あリ,定常ぜラ芦-タとし孔　受轍支体に陥するイ反

低ユこット叡NTUcおkび加蜷変倅に陥す3伝剱ユー-

ット軟NTUhあlいは氷当登比Rwがあ3こtt指福

し,ま体が

呂して栓討した｡非定栄l?ラ芦-タR,NTUsおよび

R･(の影響は映問tがヽ欠きく1:3と消滅し,すべての

場今(r)已は同じ包帝悛に注ぢく二t,その坦づ`さ方は

Rが小 さ･いほどNTUsび次きいほど毬いことち示した｡

.また,R･(の彩饗はか抜り小さく,全体t･しての麟抵

.抗芒友す熟賃流係衣Kな`同じね:い焉箇体壁の両側に

おける肪伝遂率(n叱がいかに変化し`(も,1熱宏体(乃

受ける影字はほとんと゛同じであ3こヽど芒示した｡定常

1?ラメータNTUcお友びNTUhあ3いはRw･(n彩字に

‾)いては, 定摯値SりJヒヒE/ぴで聖堰するニヽい=よ

リ,相貧的にNTUs州直y欠きく抵3友うね:場今･こ章

も建<定常状態t=たl二とt哺らかにした｡

　吏5拿では,3番§(r)課題に^)ぃ7,とくに一恨兜
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で伝執面の魅抵抗がね:い場今において,伝魅面に登直

た方向(心1愈分弗t考胤した解祈･こ-)い7松吉した｡

二こでは,両恋俸tも混合し抜い直交ま彭左中直に放

支影お£び向表形に-)いても翫値的に解材し↑l｡恢迢

針寡では,すべての場含について,噫的措差分化芒行

い逓立-な右栓式き鴛く=tに帰箸さtた｡並完斡ぢ

よ･び直欠浚彰1:゛は,加咎側右よび受絡側について同吽

に蔡くニとザできJ　XG側かS逐勿討珠t進心ること

びでき3ゲ,向流,影ではあらかじめ伝熱面(r)温度分布

包仮定す3こと･こよこ1),加熱側およぴ受蜻側に″)いて

別々に取扱い,伝略面における境唇条杵に友り伝熱面

這度t改灸しね:びら収末するまで繰返し訂庫芒行わ↑i

t↑れぼたら怯い.これらのtt冪に友1ハ恋れ方向の升

たSず,伝悠面に登直カ:方向(J`'温度辱布包ボむ,　また
　　　　魯

=(r)遭度分布に&リ局隋又ツt,レト靫t求軋　その完

れ方向(r)変化t示した=｡さsに,湿度効卑llと.柵か元

支路蚤さxoの関係に討1'る流勧方式躬よ･びぽラメー

タ(r)木色量比Rw･および咎抵抗比RX(n彩響についべ

示し↑l､流勧考式(r)彭饗につり･:ぱ,従来(乃埋論によ

3已tNTUc(r,関係とじヒ絞しなが`ら回乖し,湿度効皐

は向浚彭,痘交`浚形8よび並変彭の頑に小さく‘ほlこ

　　　　　　　　　　　　　6
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,とち示した｡この傾向はSとNTUcの陥係と既じ`であ

　るび゛,已とxoの陥係ではレXQ　ぴ小さいとこ3t(乃

　発化ザ頂､激である｡木当量比R7(1影響,sつい7も,

　その知向は已乙NTUcの励係t同様,Rw･び小さいほ

　どEが゛欠きくね:lび,Rwもきわ心て小さくし抜いと

'Rw=0(乃場今の血緯に辺づカヽない｡勉払拉t:ヒR｡((n彭

'響は,EIとNTUcの陥係では芳胤でき栓ぃゲ,RXび

'欠きく↑i3と已は欠きく拉り,R)ヽ=Qoの庇緯に収未す

'3.また,庭発恣形ては,ざいニlx°ラメータとして売

路脊き比RLぴ弟3　r,二れは熱火換箆向替(r)盆度分

冲に心卦影饗する｡抜お,ニJ拿(ド解椅ぞ家3象の｢

･熱賃恋係奴びヽ場所あ‘3いは浚体這度に依存して変化す

.る場合｣(r)一つの例でもあ‰　=の場登o隼託執貧流レ

.係収芒禾l),これtx,(n蘭係t各支動考式およ･び木

　色登比RvについてS示した｡

　　吏ら葦では,8番§(r)課吸,ニ対す3聚5象(r)解析芒

拭張才3と井に,解析,こ対応ヽした透遜践熱交換器t吊

いた奥諭について輯若した,ニこでは,帑枡は屠浚の

場合について行い,tいこ熱伝窪ゼ昨で抜く吻質伝違
●

　についても竟凧でき3ようにした､一方,勿曖ぼ諮伝

　達と物笥伝庄につい7列々に行っ紅｡無伝遂心実皺で
　　●　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　　●
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,2浪体として温度差(J`)あ3空気,交換面として領.

t吊い,湿度分布および湿度知卑ヽご無勿元恋路蚤さ

およ:び木当量比(J`･関係t得↑1.理論値と比較し7:,豆

陰唇弊は全体に低い値t示し,温既知雰は×,(n増大

ともに低下ず否ことも1‘-だ｡物質伝遠の奥験では,

2流体tして湿度差(rドあl空覧丿交換面として和紙ぢ

用い,湿度効率t幸次元恋路蚤さおよび水色l比の蘭゜

包倶た.また,慧伝逢と物質伝達のヒt=,較t行い,扁゛

にはほぼ`了ナロジ`-び汲趾すlことt指摘し↑1.

嵐｢l拿では,本研艶'ニおいて惧られた結束ザ総括さ'

ておl稲　3誘題(乃関竃仕に`)tiてt及し今後(r･既望･

示した｡　　　　　　　●　　琴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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